
令和7年度「こども・若者意見反映サポート事業」として、こども家庭庁からのサポートを受けて、
令和7年12月14日(日)にこども意見聴取「第１回こども会議」を実施した。

実施概要
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◆事 業 名  こども・若者意見反映サポート事業
◆担当部局 二宮町こども・健康部こども支援課
◆サポート  こども家庭庁（こども意見係）
◆協力団体 にのみや子どもの権利フォーラム

【第１回こども会議】
◆テ ー マ 「二宮町こども会議」こどもの権利について考えよう
◆質問内容 ・どんなルールがあると話しやすい？

 ・こどもが大切にされているなと感じたときは？それはどうして？
 ・こどものことが大切にされていないかもしれないと思ったことは？それはどうして？

◆当日参加者  12人（小学生～高校生年代）
◆派遣人数 ファシリテーター ３人

 こども家庭庁 ２人
◆運営人数 板書係 3人、事務局 3人
◆当日の進行  10:00～12:00 意見聴取

 12:00～12:30 振り返り
◆主 催 二宮町

神奈川県二宮町におけるこども・若者意見反映サポート事業
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【凡例】

・・・サポート事業の動き

・・・募集・運営関連の動き

こども会議
実施

10月30日（木）
初回MTG
・全体イメージの共有
・意見聴取の年代、仕方、内容等

11月10日（月）
２回目MTG
・質問項目、事前説明資料、
運営資料の調整

12月2日（火）
直前MTG
・準備状況の確認
・当日の運営確認
・ファシリテーター事前説明

9月25日（木）～
・こども会議の委員募集
・広報紙、町ホームページ、
学校へチラシ配付

11月3日（月）
・こどもの権利の講演会
・パネルディスカッションの開催
・こども会議の委員募集のチラシ配付

12月5日（金）～
・こども会議メンバーへ
会議資料の送付

神奈川県二宮町におけるこども・若者意見反映サポート事業の流れ



項目 行った工夫

参加者募集

①参加申し込みWEBフォームを作成し、二次元バーコードから申し込みをできるように

した。

②町広報紙やホームページに掲載する他に、学校経由で二次元バーコードを載せたチラシ

を全員に配布。

③実際に参加していただいたこどもには図書カードを進呈。

運営方法
①話し合いが進みやすいよう、1班4～5人で年齢が近い者同士を同じ班にした。

②各班にファシリテーターと板書係を1名ずつ配置する。

会場や時間など

①リラックスした雰囲気づくりのため、事務局の大人はカジュアルな服装で参加をした。

②各班のテーブルにお菓子を用意し、食べながら意見交換を進めることで、参加者の緊張

緩和に努めた。

見学希望者への
対応などその他

会場内での大人は最低限として、見学者が別室で同時視聴できるようオンラインで会場と

つないで配信した。
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○次回以降の意見募集事業の改善点

参加するこども達に会議として問いたいメインテーマをどう噛み砕いて分かりやすく質問できるか
などについて、事前の運営者側の理解共有にはしっかりと時間をかけ行う必要がある。

今回二宮町が行った取組の工夫点など（第１回こども会議）
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【第１回こども会議】

①会場について

・全４回のこども会議を開催するため、引き続き同一の会場で開催できることを考慮して選定した。

②日程について

・学校が休みの土日で、最も多くのこども達が参加できる日に合わせた。

③流れについて

・グループワークの時間が足りなかった班があり、急遽時間を延長したが、ファシリテーターに一言説明した方が

よかった。

・長時間の会議では、参加者の集中力の維持が難しい場面もあったため、こまめに休憩やアイスブレイクの時間を

設けるなどの配慮が必要だった。

④振り返りから

・参加者からは楽しかった、話しやすい雰囲気、という意見があり、雰囲気づくりや運営自体は悪くなかった。

・ふせんに書いて、模造紙に貼り付けてもらったが、ファシリテーターに自由に運営してもらった方が良い。

・グループワークは班ごとに進み具合が異なるため、細かく時間を区切らず、終わりの時間だけ設定して、班内の

運営はファシリテーターに任せる形が良い。

第1回こども会議を実施しての気づき



参加者の声

○こどもが大切にされているなと感じた時は？

【意見・気持ちを聞いてもらえる／一緒に活動する】

・自分の意見を聞いてくれるとき
・皆で遊んでいるとき
・たくさんの人と何かをやるとき

○どんなルールがあると話しやすい？

【意見を尊重する・否定しない】

・お互い意見は色々あるから、お互いに尊重する
・違う意見でも耳を傾ける
 【聞き方・態度・雰囲気】
・相づちを打つ
・相手の目を見る
・リアクションをする
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○こどものことが大切にされていないかもしれないと
 思ったことは？

【理由を聞いてもらえない・一方的】

・意見を聞かずに自分勝手にされるとき
・無理にされるとき
・皆が納得できないとき

○気づきや感想は？

・楽しくて時間がすぐに経った
・最初の運動で体も気持ちもほぐれて良かった
・話し合いで二宮町の課題がみえてきた
・環境に配慮して、マイカップ持参にしたらいい



第１回こども会議での様子

参加者に向けて、話し合い結果をまとめた成果物を後日共有
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※表示は一部



第1回：身の回りの「こどもの権利」
学校や家など身近な場面での自身の経験からこどもの権利が大切にされている/されていないときを考える。

第4回：わたしたちの声を町に届けよう
今までの意見をまとめ、条例案や理念文に反映する。

第2回：わたしたちの「大切にされる社会」って？
こどもたちが理想とする「こんな社会になってほしい」「こんな大人になってほしい」を考える。

第3回：こどもの声を盛り込もう
こどもの権利条例の中に入れるべき言葉をこどもたち自身が考える。
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こども会議の動き

こどもの権利条例を策定するにあたり、こどもの意見を条例に反映させるため、全４回
のこども会議を開催予定。そのうち、第１回についてはこども家庭庁のサポート支援を
受けた。

二宮町こどもの権利条例の前文へ反映



【意見を聴く】
・小学生～大学生年代のこども会議メンバーが互いの

意見を尊重したうえで意見を出し合う

・こども会議メンバーは会議前の課題を通じて、周囲の

友人・知人の意見を聴いたうえで会議に参加し、多様

な声を集める

・発言通りに意見を記録する

【公表・フィードバック】
・参加したこどもへ、条例案を分かりやすく

フィードバック

・条例案についての町民意見募集の際には、こども・若者

向けの分かりやすい資料とともに意見を求める

・会議における成果も公表する

【次回こども会議テーマに反映】
・前回会議の意見を、分かりやすく見やすくまとめる

・前回話し合ったテーマ、出た意見を前提として、

そこから導き出される次のテーマとする

【条例案へ反映】
・こども会議で整理された意見を踏まえ、条例前文、

項立てへの反映を検討

・こどもたちのどのような意見がどこに反映されたのか、

または反映されなかった場合はその理由を明示
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実施後の展望

条例策定後も、こども会議は存続し、こども・若者からの町への政策提案の場として

上記フローと同様な活動を続けていく
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